
尾張旭市要保護児童対策地域連携会議代表者会議 会議録 

 

１ 開催日時 

  令和５年７月１４日（金） 

  開会 午後３時００分 

  閉会 午後４時２０分 

 

２ 開催場所 

  尾張旭市保健福祉センター４階 シアタールーム 

 

３ 出席者 

   前田 清、原口 浩美、廣 潤一、加藤 英子、竹内 美保子、柴田 豊、 

清水 まさみ、松下 香織、伊藤 和由（代理：杉野 智昭）、臼井 武男、 

竹内 元康、西尾 哲弥、川本 英貴、上田 貴大 計１４名 

 

４ 欠席者 

  安藤 郁子、三浦 庄三、尾関 仁、山本 和男 計４名 

 

５ 傍聴者数 

  ０名 

   

６ 事務局職員 

  こども子育て部子育て相談課長 二村 正篤 

  こども子育て部子育て相談課長補佐兼子育て支援係長 北村 亜紀子 

こども子育て部子育て相談課子育て支援係主事 山端 大介 

こども子育て部子育て相談課子育て支援係 家庭児童相談員 新美 万紀子 

 

７ 議題等 

 (1) 令和４年度尾張旭市要保護児童対策地域連携会議の活動実績等（尾張旭市） 

 (2) 愛知県中央児童・障害者相談センターの児童虐待対応の状況について 

（愛知県中央児童・障害者相談センター） 

(3) 事例紹介 

  

８ 配布資料 

 資料１：令和４年度尾張旭市要保護児童対策地域連携会議の活動実績等 

資料２：児童虐待の現状 

   

   

   

   



 

９ 会議の要旨 

子育て相談課長 

 

 

 

 

 

 

 

皆さまこんにちは。本日はお忙しい中お集まりいただき誠に

ありがとうございます。 

定刻となりましたので、ただ今から、尾張旭市要保護児童対

策地域連携会議代表者会議を開会いたします。 

 本日の議題に入りますまでの間、進行役を務めさせていただ

きます、こども子育て部子育て相談課課長の二村でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

開会にあたり、福祉事務所長臼井武男からご挨拶を申し上げま

す。 

福祉事務所長 ＜あいさつ＞ 

子育て相談課長 ＜配布資料の確認＞ 

 

 次に会議の公開及び傍聴についてですが、原則公開とし、個

人情報に関わる部分については非公開ということで、よろしく

お願いいたします。 

 

＜傍聴者数確認＞ ０人 

 

当会議では会議録を作成し、座長に内容等の確認を取った

上、非公開部分を除きまして市のホームページ等で公開をして

まいりますので、よろしくお願いいたします。 

 

＜改選構成員紹介及び自己紹介＞ 

 

 本会議の座長につきましては、尾張旭市要保護児童対策地域

連携会議運営要綱第５条第２項の規定によりまして、福祉事務

所長が行うことになっておりますので、以後の進行は座長にお

願いいたします。 

座長 

 

規定により座長を務めさせていただきます。皆様、自己紹介

ありがとうございました。冒頭の挨拶で述べさせていただいた

ように、会議が形式的なものではなく、意義ある会議となるよ

う切に願っております。皆様方の御理解と御協力をよろしくお

願いいたします。 

早速ですが議事に入ります。議題（１）「令和４年度要保護児

童対策地域連携会議の活動実績等」につきまして、事務局から

説明をお願いします。 

事務局 ＜資料に基づき説明＞ 



座長 

 

ただ今、事務局から「令和４年度要保護児童対策地域連携会

議の活動実績等」につきまして報告をしていただきました。ご

質問やご意見がありましたらご発言をお願いします。 

松下構成員 全国的には虐待件数が減少していると新聞にも載っていまし

たが、本市でも件数が少なくなってきているように思います。

その際に実施した取組や声掛けの工夫等についてお伺いしたい

です。また、新型コロナウイルス感染症によって、家庭環境が

変化してきたことで、リモートワークが進み、保護者の在宅が

多くなったことや、子ども達が家庭にいる時間等が増えたと思

いますが、新型コロナウイルス感染症との関係性について分析

等があればご教授下さい。 

事務局  尾張旭市の通告受理件数についても、減少しています。ただ、

現場としては減少したという印象は感じられず、多種多様な困

難なケースが見られるという印象です。 

 虐待リスクの高い家庭については、早期に各関係機関と連携

して対応することで、事前に防止を努めています。通告受理と

して計上されない案件にも、早期発見を行い、事前に対応して

います。 

新型コロナウイルス感染症禍においては、生活様式等が変わ

り、家庭内でのコミュニケーションの時間が増えたことで、親

子関係が良好に繋がることもありますが、反対に喧嘩等のトラ

ブルが起こることもあります。プラス面とマイナス面の両方に

作用しているため、どのように虐待に作用しているか一概に結

論付けることはできないと考えております。したがって、新型

コロナ感染症との関係性については、分析しておりません。 

座長 他にご質問がなければ、議題（２）「愛知県中央児童・障害者

相談センターの児童虐待対応の状況について」へ移りたいと思

います。 

 愛知県中央児童・障害者相談センター 前田センター長、ご説

明をお願いいたします。 

前田構成員 ＜資料に基づき説明＞ 

座長  ありがとうございました。 

 まずは、前田センター長からご説明をいただきました内容に

ついて、ご質問またはご意見がございましたらご発言をお願い

します。 

加藤構成員 日本子ども虐待防止学会でも言われていることですが、虐待

件数（通告件数も含める）は段々フラットになり、どこかで減

少傾向に転じると言われています。 

一つ目の理由としては、社会の成熟によるものです。多くの

方が通告するようになったおかげで、通告件数としては増えま



すが、死亡事例は減っています。早期発見をして、早めに対処

しなければならないと皆が思うようになっており、切れ目のな

い支援ができています。 

二つ目の理由としては、少子化による子どもの減少によるも

のです。子どもの母数が減るため、件数が減ります。そのため、

虐待件数が減っているから上手くいっているとは言い切れませ

ん。貴重な子どもの命がかかっているため、気を緩めることは

できません。 

心理的虐待としては、面前 DV が多いです。『聞く力』の役割

が大切であり、話をしっかりと聞き、頻度や程度について注視

し、介入していく必要があります。また、妊婦健診から乳幼児

健診、予防接種、不登園、不登校等にも注意を払い、各関係機

関、地域及び家庭から聞こえる声をしっかり拾い上げて、すぐ

に支援に入れるようにすることが重要であり、困っている家庭

に寄り添う必要があると常々思っています。 

座長 ありがとうございます。他にご質問やご意見等がなければ、

議題（３）の「事例紹介」を議題といたします。それでは、事

務局から説明をお願いします。 

 以降、非公開として会議進行 

 非公開を終了し会議進行 

座長 次に、次第４「その他」に入ります。事務局から説明をお願

いします。 

事務局 ＜ヤングケアラーについて情報提供＞ 

座長  ありがとうございました。 

 事務局の説明について、ご質問またはご意見がございました

らご発言をお願いします。 

 質問がございませんので、本日の議題も合わせまして何かご

ざいましたらお願いします。 

特にありませんでしたので、最後に事務局から連絡事項があ

りましたらお願いします。 

事務局 

 

 当代表者会議につきましては、現時点で今年度中の次回の開

催計画はございません。開催させていただく場合には、改めて

ご連絡をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

座長 

 

 以上をもちまして本日の議題は全て終了いたしました。議事

進行にご協力いただき、ありがとうございました。 

 それでは尾張旭市要保護児童対策地域連携会議代表者会議を

閉会いたします。ありがとうございました。 

 


